
地域力アップ学区活動連携支援事業（平成２９年４月～取組開始） 

紫野学区社会福祉協議会の取組 

 各団体の地域活動は充実しているが，参加する住

民が固定化している。３０代～５０代の地域参加者

が少なく，現状のままでは未来に向けての地域力を

保つことができない。今のうちに次世代の担い手の

発掘，育成・確保を行う必要がある。 

横大路まちづくり協議会の取組 

得
ら
れ
る
成
果 

■次世代に向けた担い手づくり 

 
S T E P 1 

・学区全体で「顔のみえる

関係づくり」に向けた検討 

・「掃除イベント」等への

参加協力のよびかけ 

・「掃除イベント」等の実

施，地域全体の一体感の醸

成（交流の機会づくり） 

・新たな人材探し（担い手

の育成） 

・ボランティアサークルの

結成 

・地域活動・各種団体への

新たな人材の参加 

《めざすもの！》 

 
S T E P 3 

 
S T E P 2 

・空きや対策 

・細街路対策 

・登下校の見守り人員の確保 

・各団の横の連携が弱い 

・役員の交替による引き継ぎ 

地
域
活
動
の
課
題 

■自治会加入率アップ 

 
S T E P 1 

・取組体制づくり 

・各自治会へのヒアリング 

・問題点の整理 

・アプローチ方法の検討 

・地域全体での地域コミュ

ニティ活性化に向けた気

運の醸成 

・自治会がない地域における

新たな自治会設立に向けた

取組 

・高齢者等への対策の検討 

《めざすもの！》 

 
S T E P 3 

 
S T E P 2 

・自治会加入者の減少，地域活

性化 

・区画整理事業の推進 

・小学校移転建設問題 

・インフラ整備 

地
域
活
動
の
課
題 

 区画整理事業後，新世帯が入居するが，自治会が結

成されないことも多い。また，かつて地域活動を担っ

ていた高齢者が，役の負担を理由に退会することも多

い。これらの課題への対策を行うことで，今の時代に

応じた自治会づくりを考えていく必要がある。 
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